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中

小

企

業

や

小

規

模

企

業

の
価
格
転
嫁
が
進
ん
で
い
な
い 

現
状
を
打
破
し
よ
う
と
、
東
京

都
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
、

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、

東
京
商
工
会
議
所
連
合
会
な
ど

六
団
体
が
、
二
月
四
日(

火)

午
後
三
時
よ
り
、
千
代
田
区
丸

の
内
の
東
京
商
工
会
議
所
・
渋

沢
ホ
ー
ル
に
於
い
て
「
価
格
転

嫁
推
進
東
京
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

    

  

  

  

  

       

 

 

は

じ

め

に

、

東

京

商

工

会

議
所
の
小
林
会
頭
が
「
賃
上
げ

を
実
施
し
た
中
小
企
業
の
お
よ

そ
六
割
が
収
益
改
善
を
伴
わ
な

い
防
衛
的
な
賃
上
げ
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
価
格
転
嫁
を

浸
透
さ
せ
る
た
め
、
中
小
企
業

が
主
体
的
に
価
格
交
渉
や
付
加

価
値
の
創
出
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
」
と
呼
び
か
け
、
続
い

て
来
賓
の
東
京
都
の
小
池
知
事

は
「
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
激
動
で
物
価
の
高
騰
、 

 

  

人
手
不
足
、
適
正
な
価
格
で
の

取
り
引
き
な
ど
、
ど
れ
も
深
刻

な
課
題
だ
。
中
小
企
業
を
し
っ

か
り
後
押
し
し
、
戦
略
的
な
価

格
交
渉
が
進
む
よ
う
支
援
を
強

化
し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

こ

の

後

中

小

企

業

庁

や

公

正
取
引
委
員
会
に
よ
る
施
策
の

説
明
や
、
各
団
体
の
取
組
み
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

■
採
択
さ
れ
た
共
同
宣
言 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

取
組
み 

①
コ
ス
ト
上
昇
分
の
価
格
転
嫁

に
向
け
て
、
発
注
者
と
の
価
格

交
渉
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。 

②
価
格
交
渉
に
あ
た
り
、
コ
ス

ト
の
変
動
を
デ
ー
タ
、
資
料
を

通
じ
て
取
引
先
へ
明
示
す
る
な

ど
発
注
者
の
理
解
醸
成
を
図
り 

ま
す
。 

③
価
格
転
嫁
が
円
滑
に
進
む
よ

う
、
付
加
価
値
向
上
に
取
り
組

み
、
競
争
力
強
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、
生
産
性
向
上
に
取
り 

組
み
ま
す
。 

主
催
中
小
企
業
６
団
体
の
取

組
み 

①
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
」
の
理
念
・
意
義
の
理
解

促
進
を
図
り
、
未
宣
言
企
業
へ

の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。 

②.

価
格
転
嫁
に
関
す
る
情
報

を
共
有
し
、
相
互
に
発
信
し
ま 

す
。 

③
価
格
転
嫁
に
対
す
る
最
終
消

費
者
へ
の
理
解
促
進
に
向
け
て
、

官

民

で

連

携

し

て

取

り 

組
み
ま
す
。 

④
価
格
転
嫁
、
生
産
性
向
上
に

取
り
組
む
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

 
 

 
(

関
連
記
事
は
三
面
に) 

二

〇

二

五

年

二

月

四

日 

東
京

都

商

工

会

議

所

連

合

会 

東

京

商

工

会

議

所 

東

京

都

商

工

会

連

合

会 

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

東
京
都
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会 

東
京
都
商
店
街
連
合
会 
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第 59 回通常総会  

５月２３日(金)・上野東天紅 

出席は義務ではなく権利です 

 

「価格転嫁推進大会」初の開催！ 

まだ 50％の企業が転嫁できず 

賃上げの原資確保のため価格転嫁を 

大会宣言を採択した大会風景景        挨拶する小池都知事  

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


    

全
日
本
シ
ー
ル
印

刷

協
同

組
合
連
合
会(

田
中
祐
会
長)

は
、
二
月
五
日(

水)

午
後
四

時
よ
り
都
立
産
業
会
館
浜
松
町

館
に
於
い
て
「
パ
ワ
ー
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
リ
ア
ル
参
加
と
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
併
せ
て
百
人
を
超 

  

   

え
る
参
加
者
が
あ
り
、
初
め
に

谷
口
真
司
国
際
・
広
報
委
員
長

が
挨
拶
と
講
師
の
紹
介
を
し
セ

ミ
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
講
師
で
あ

る

夏
川

立
也
氏
は
京
都
大
学
卒
業
後
、

当
時
の
桂
三
枝(

現
在
の
桂
文

枝)

の
弟
子
に
な
り
お
笑
い
タ

レ
ン
ト
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
経

歴
の
持
ち
主
で
「
笑
い
を
通
じ

て
、
営
業
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
」
を
テ
ー

マ
に
九
十
分
講
演
し
ま
し
た
。 

 

吉
本
芸
人
と
し
て

学

ん
だ

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ

ン
術
や
空
気
次
第
で
す
べ
て
が

変
わ
る
な
ど
、
自
分
の
経
験
か

ら
学
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
術
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

さ
す
が
吉
本
芸
人

だ

け
あ

っ
て
、
入
り
か
ら
人
を
飽
き
さ

せ
ず
、
笑
い
を
交
え
て
会
場
を

一
つ
に
す
る
話
術
は
さ
す
が
で

独
自
の
パ
ワ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

あ
っ
と
い
う
間
に
九
十
分
が

過
ぎ
、
会
場
の
参
加
者
や
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
者
に
は
概
ね
好
評

で
し
た
。 

 

 

二
月
度
理
事
会
議
事
録 

 

■
日
時
・
二
月
七
日(

金)
 

■
場
所
・
組
合
会
議
室 

■
出
席
者
・
北
島
憲
高 

大
澤

雅
純 

本
間
敏
道 

保
坂
知
彦 

前
田
智
信 

清
宮
和
夫  

■
欠
席
者
・
藤
井
雅
一
平
山
愛

二
郎 

 

【
議
題
】 

■
今
後
の
組
合
事
業
に
つ
い
て 

①
勉
強
会
「
職
場

の
犯

罪
対

策

に

つ

い

て

」

三

月

十

二

日

(

水)

午
後
四
時 

上
野
ス
ペ

ー
ス
ブ
ル
ー 

②
合
同
支
部
会
に
つ
い
て 

今

期

最

後

の

合

同

支

部

会

を
勉
強
会
の
後
に
開
催
し
た
ら

ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、

勉
強
会
終
了
後
に
開
催
す
る
こ

と
で
了
承
さ
れ
た
。 

③
ラ
ベ
ル
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て 

ラ

ベ

ル

フ

ェ

ス

タ

は

八

月

二
日(

土)

に
都
立
産
業
会
館

浜
松
町
館
で
の
開
催
が
決
ま
っ

て
い
る
が
、
正
札
、
神
奈
川
、

協
賛
会
と
綿
密
に
打
合
せ
を
行

っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

④
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
勉
強
会

に
つ
い
て 

当
初
は
八
月
七
日

(

土)

に
三
條
機
械
製
作
所
で

開
催
の
予
定
だ
っ
た
が
、
こ
れ

が
八
月
十
四
日(

土)

に
変
更

に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。 

■
組
合
決
算
に
つ
い
て 

 

本
間
専
務
理
事
よ
り
組
合
決

算
に
つ
い
て
今
年
度
は
か
な
り

厳
し
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
理
由
と

し
て
組
合
員
の
大
幅
な
減
少
、

組
合
取
扱
商
品
の
売
り
上
げ
減

少
、
組
合
員
名
簿
や
展
示
会
の

収
入
が
無
く
な
っ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
来
期

赤
字
決
算
に
も
な
り
か
ね
な
い

の
で
、
理
事
一
人
ひ
と
り
が
も

う
少
し
組
合
財
政
に
関
心
を
持

っ
て
ほ
し
い
と
要
請
が
あ
っ
た
。 

■
「
ラ
ベ
ル
ニ
ュ
ー
ス
」
の
紙

面
刷
新
に
つ
い
て 

 

「
ラ
ベ
ル
ニ
ュ
ー
ス
」
は
現
在

年
間
十
回
発
行
し
て
い
る
が
、

そ
の
す
べ
て
を
本
間
専
務
理
事

が
担
当
し
て
い
る
た
め
、
物
理

的
に
も
限
界
が
あ
り
、
四
月
か

ら
は
組
合
員
や
協
賛
会
に
原
稿

を
依
頼
す
る
こ
と
を
考
え
た
い

と
提
案
が
あ
り
、
手
始
め
に
理

事
か
ら
何
か
寄
稿
し
て
も
ら
う

こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。 

■
そ
の
他 

 
総

会

が

五

月

二

十

三

日

(
金)
上
野
東
天
紅
で
開
催
を

確
認
。 

 
 

 
 

終
了 

午
後
七
時 

                                 

パ
ワ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を 

笑
い
を
通
じ
て
営
業
力
ア
ッ
プ
を
高
め
る 

パワーコミュニケーションセミナー    講師の夏川立也氏  



 
 

  
経

済

産

業

省

・

中

小

企

業

庁
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供

給
網
）
の
取
引
段
階
別
の
価
格

転
嫁
状
況
を
初
め
て
調
査
し
た
。

コ
ス
ト
上
昇
分
に
対
す
る
価
格

転

嫁

率

は

１

次

取

引

先

が

５

１
・
８
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、

階
層
が
深
く
な
る
に
つ
れ
て
減

少
し
、
４
次
取
引
先
以
上
で
は

３
５
・
７
％
だ
っ
た
。 

一

方

、

調

査

回

答

全

体

の

価
格
転
嫁
率
は
３
月
の
前
回
調

査
と
比
べ
３
・
６
ポ
イ
ン
ト
増

の
４
９
・
７
％
に
上
昇
。
価
格

交
渉
は
前
進
し
て
い
る
が
、
供

給
網
全
体
へ
の
浸
透
が
課
題
と

な
る
。 

２

次

、

３

次

取

引

先

の

転

嫁
率
は
そ
れ
ぞ
れ
４
６
・
１
％
、

３
９
・
７
％
だ
っ
た
。
全
く
価

格
転
嫁
で
き
な
か
っ
た
、
も
し

く
は
価
格
を
減
ら
さ
れ
た
企
業

の

割

合

も

１

次

で

は

１

８

・

２
％
だ
っ
た
の
が
４
次
以
上
で

は
３
６
・
０
％
だ
っ
た
。
企
業

庁
に
よ
れ
ば
「
階
層
が
深
く
な

る
ほ
ど
企
業
規
模
が
小
さ
く
な

り
価
格
交
渉
力
が
劣
る
」
「
各

段
階
の
手
数
料
が
引
か
れ
原
資

が
減
る
」
と
い
っ
た
声
が
あ
る 

   と
い
う
。
か
ね
て
「
取
引
段
階

が
深
く
な
る
ほ
ど
価
格
転
嫁
が

行
き
渡
っ
て
い
な
い
」
と
い
う

指
摘
は
あ
っ
た
が
、
今
回
の
調

査
で
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
形
だ
。 

９

月

の

価

格

交

渉

月

間

を

受
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査

の
中
で
、
新
た
に
、
供
給
網
の

取
引
段
階
別
の
価
格
転
嫁
状
況

を
設
問
と
し
て
加
え
た
。
同
調

査
は
全
国
約
３
０
万
社
を
対
象

と
し
９
～
１
１
月
に
実
施
。
５

万
１
２
８
２
社
か
ら
回
答
を
得

た
。
調
査
は
半
年
に
１
度
実
施

し
て
い
る
。 

全

体

の

傾

向

と

し

て

状

況

は
好
転
し
て
い
る
。
価
格
交
渉

で
き
た
企
業
の
割
合
は
、
前
回

調
査
比
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
の

８
６
・
４
％
と
な
っ
た
。
こ
の

う
ち
発
注
側
か
ら
の
申
し
入
れ

で
交
渉
が
行
わ
れ
た
企
業
の
割

合
は
、
同
２
・
０
ポ
イ
ン
ト
増

の
２
８
・
３
％
に
伸
び
た
。 

ま
た
一
部
で
も
価
格
転
嫁
で
き

た
企
業
は
同
２
・
７
ポ
イ
ン
ト

増
の
７
９
・
９
％
で
、
全
く
転

嫁
で
き
な
い
、
も
し
く
は
マ
イ

ナ
ス
の
割
合
も
同
２
・
７
ポ
イ

ン
ト
減
の
２
０
・
１
％
と
縮
小

し
た
。
た
だ
企
業
庁
は
「
そ
れ

で
も
転
嫁
で
き
な
い
企
業
は
２

割
残
っ
て
お
り
、
で
き
る
企
業

と
で
き
な
い
企
業
の
二
極
化
が

み
ら
れ
る
」
と
、
さ
ら
な
る
転

嫁
対
策
の
重
要
性
を
訴
え
る
。 

 

こ
の
ほ
か
、
今
回
は
官
公
需

に
お
け
る
価
格
交
渉
や
価
格
転

嫁
の
実
態
も
初
め
て
調
査
し
た
。

受
注
後
に
人
件
費
や
コ
ス
ト
が

上
が
れ
ば
単
価
の
変
更
は
で
き

る
が
、
入
札
で
価
格
が
決
ま
っ

て
い
る
た
め
交
渉
は
不
要
と
す

る
企
業
が
５
９
・
９
％
に
上
っ

た
。
今
後
は
制
度
の
周
知
も
焦

点
と
な
り
そ
う
だ
。 

 

日
本
の
ラ
ベ
ル
市
場 

二
〇
二
五
」
発
刊
へ 

 
 

 
 

ラ
ベ
ル
新
聞
社 

 

ラ

ベ

ル

新

聞

社

は

今

年

も

ラ
ベ
ル
市
場
を
包
括
す
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
「
日
本
の
ラ
ベ

ル
市
場
二
〇
二
五
」
を
三
月
下

旬
に
発
売
予
定
で
、
予
約
受
付

を
開
始
し
て
い
る
。 

同

書

は

毎

年

発

行

さ

れ

て

い
る
が
、
国
内
外
の
ラ
ベ
ル
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
多
角
的
に
分
析
、

市
場
規
模
や
分
野
別
動
向
を
グ

ラ
フ
化
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
業
界
潮
流
を
掲
載
し
て
い
る 

定

価

は

税

込

み

三

万

三

千

円
。
申
し
込
み
は
ラ
ベ
ル
新
聞

社

ま

で

。

予

約

特

典

と

し

て

「
ラ
ベ
ル
資
機
材
企
業
総
覧
二

〇
二
五
」
Ｃ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版(

定

価
三
千
三
百
円)

が
付
い
て
く

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
予

約
可
能
。 

☎

三

八

六

六

―

六
五

七

七

。 

 

 

                                 

 

取
引
段
階
別
の
価
格
転
嫁
状
況
で
判
明 

 
 

 

四
次
取
引
先
で
は
三
五
・
七
％
に
と
ど
ま
る 



全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど

「
第
九
回
技
術
優
良
工
場
」
二

十
三
社
を
認
定
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
二
〇
二
五
年
は
「
第
八

回
技
術
優
良
工
場
」
四
社
と
合

わ
せ
て
二
十
七
社
が
認
定
工
場

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                         

 

認
定
方
法
は
、
第
三
十
四
回

シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に

於
い
て
、
一
定
の
基
準
を
ク
リ

ア
し
た
作
品
制
作
会
社
を
全
国

の
技
術
委
員
が
認
め
て
選
出
し

た
結
果
二
十
七
社
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。 

  

今
回
の
「
第
九
回
技
術
優 

                         

良
工
場
は
、
二
〇
二
五
年
か
ら

一
月
一
日
か
ら
二
〇
二
六
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
年
間

が
「
認
定
登
録
」
さ
れ
①
認
定

工
場
専
用
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の

付
与
②
認
定
工
場
専
用
マ
ー
ク

の
付
与
③
認
定
工
場
専
用
マ
ー

ク
の
使
用
許
可
④
連
合
会
ホ
ー 

                         

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
⑤
業
界
紙
に

『
優
秀
技
術
認
定
工
場
』
指
定

制
度
の
創
設
の
リ
リ
ー
ス
⑥
全

国
会
員
名
簿
に
記
載
す
る
。 

詳

細

は

連

合

会

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ
で
。 

h
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■
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル 

二

〇

二

〇

年

十

月

、

菅

元

総
理
は
所
信
表
明
演
説
に
お
い

て
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
目
指

す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

温

室

効

果

ガ

ス

の

排

出

を

全
体
と
し
て
ゼ
ロ
と
す
る
と
い 

う
も
の
で
す
。
排
出
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
分
に
つ
い
て
は
同

じ
量
を
「
吸
収
」
ま
た
は
「
除

去
」
す
る
こ
と
で
、
差
し
引
き

ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。 

日

本

が

目

指

す

「

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

」

と

は

、

C
O

2

だ
け
に
限
ら
ず
、
メ
タ

ン
、N

2
O

（
一
酸
化
二
窒
素
）
、

フ
ロ
ン
ガ
ス
を
含
む
「
温
室
効

果
ガ
ス
」
を
対
象
に
し
た
も
の

で
あ
り
、
「
全
体
と
し
て
ゼ
ロ

に
」
と
は
、
「
排
出
量
か
ら
吸

収
量
と
除
去
量
を
差
し
引
い
た

合
計
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。 

 

■
な
ぜ
必
要
な
の
か 

地

球

温

暖

化

へ

の

対

応

が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
加 

え
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

の
挑
戦
が
次
の
成
長
の
原
動
力 

に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。 

近

年

、

世

界

で

は

様

々

な

気
象
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

今
後
日
本
に
お
い
て
も
、
自
然

生
態
系
、
自
然
災
害
、
産
業
・

経
済
活
動
等
へ
の
影
響
が
出
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

気

候

変

動

の

原

因

と

な

っ

て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
経

済
活
動
・
日
常
生
活
に
伴
い
排 

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
の
世

代
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
持

続
可
能
な
経
済
社
会
を
つ
く
る

た
め
、
今
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
日
本
は
実
現
で
き
る
の 

温

室

効

果

ガ

ス

の

排

出

を

全
体
と
し
て
ゼ
ロ
と
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
排
出
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
分
に
つ
い
て
は
同

じ
量
を
「
吸
収
」
ま
た
は
「
除

去
」
す
る
こ
と
で
、
差
し
引
き

ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。 

 

「

二

〇

五

〇

年

ま

で

に

達

成
」
と
い
う
目
標
は
、
大
変
困

難

な

課

題

で

あ

り

、

日

本

の

C
O

2

排
出
量
の
約
四
割
を
し

め
て
い
る
発
電
部
門
の
脱
炭
素 

化

が

大

前

提

に

な

り

ま

す

。 

発
電
部
門
の
脱
炭
素
技
術
と
し 

る
て
は
、
大
き
く
分
け
て
再
エ

ネ
、
原
子
力
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
、
水
素
発
電
、
ア
ン
モ

ニ
ア
発
電
の
五
つ
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。 

し

か

し

再

エ

ネ

と

原

子

力

以
外
の
三
つ
は
技
術
的
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
り
、

ま
だ
安
定
的
に
電
力
を
供
給
で

き
る
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
二
〇
五
〇
年
の
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
は
、
確
立
し
た
脱
炭
素
技
術

で
あ
る
原
子
力
の
活
用
が
不
可

欠
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

■
各
国
別
の
排
出
量 

国

別

の

排

出

量

で

は

中

国

が
一
六
〇
億
ト
ン
で
世
界
の
排

出
量
の
約
三
〇
％
を
占
め
る
。

次
い
で
米
国
が
五
九
億
ト
ン
で
、

イ
ン
ド
も
四
一
億
ト
ン
と
排
出

量
が
多
い
。
二
〇
カ
国
・
地
域

（
Ｇ
二
〇
）
加
盟
国
（
ア
フ
リ

カ
連
合
の
国
を
除
く
）
の
合
計 

   

は

世

界

全

体
の
七
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

日

本

の

排

出

量

は

環

境

省

に
よ
る
と
、
二
〇
一
三
年
度
は

一
四
億
ト
ン
。
そ
の
後
減
少
傾

向
に
あ
っ
た
が
、
二
一
年
度
は

十
一
億
ト
ン
で
前
年
度
比
二
・

〇
％
増
加
し
ま
し
た
。 

 

■
パ
リ
協
定
と
は 

二

〇

一

五

年

に

制

定

さ

れ

た

気

候

変

動

対

策

の

国

際

的 

な
枠
組
み
の
こ
と
、
ま
た
そ
の

た
め
に
、
で
き
る
か
ぎ
り
早
く

世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
、
二
十
一

世
紀
後
半
に
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
と
（
森
林
な
ど
に
よ

る
）
吸
収
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
、
即
ち
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
実
現
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
、
こ
れ
が
世
界
共
通
の
目

標
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

し

か

し

、

現

実

に

は

達

成

不
可
能
と
も
思
え
る
数
値
と
な

っ
て
お
り
、
発
展
途
上
国
か
ら

は
不
公
平
だ
と
い
う
声
も
出
て

お
り
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も
就

任
後
す
ぐ
に
離
脱
を
決
め
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
は
進
ん
で

お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
世
界
の

気
象
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
必
至
で
す
。 

        

 

       

 

             

 
 

ご
存
知
で
す
か
？ 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル 



■
花
粉
症
と
は 

花

粉

症

の

人

に

と

っ

て

は

つ
ら
い
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
例
年
よ
り
も
早
く

花
粉
が
飛
ぶ
と
の
予
報
が
出
て

お
り
、
す
で
に
一
月
か
ら
地
域

に
よ
っ
て
は
ス
ギ
花
粉
が
飛
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。 

               

花

粉

症

は

、

ア

レ

ル

ギ

ー

性
鼻
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜

炎
の
中
で
も
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な

ど
の
春
の
花
粉
が
原
因
に
よ
る

も
の
が
多
く
、
主
に
く
し
ゃ
み
、

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
目
の
か
ゆ

み
、
充
血
な
ど
が
生
じ
ま
す
。 

 

■
鼻
炎
は
二
種
類 

ア

レ

ル

ギ

ー

性

鼻

炎

に

は

ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
（
ダ
ニ
）
や
ペ

ッ
ト
な
ど
が
原
因
に
な
る
の
で
、

一
年
中
症
状
が
持
続
す
る
通
年

性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
、
花

粉
が
原
因
で
、
そ
の
花
粉
が
飛

散
す
る
季
節
だ
け
に
症
状
が
出

現
す
る
季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
複
数
種
類
の
花
粉
が
原

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

毎
年
長
期
間
症
状
に
悩
ま
さ
れ

る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。 

 
■
花
粉
症
の
原
因 

花

粉

症

の

約

七

〇

％

は

ス

ギ
花
粉
症
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
わ
が
国
に
は
全

国
の
森
林
の
一
八
％
、
国
土
の

一
二
％
を
ス
ギ
が
占
め
て
い
る

た
め
で
も
あ
り
、
関
東
や
東
海

地
方
で
は
ス
ギ
が
中
心
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
関
西
で
は
ス
ギ

と
並
ん
で
ヒ
ノ
キ
も
植
林
面
積

が
広
い
た
め
、
ヒ
ノ
キ
も
要
注

意
で
す
。
一
方
、
北
海
道
に
は

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
少
な
く
シ
ラ

カ
ン
バ
属
（
カ
バ
ノ
キ
科
）
が

多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

■
花
粉
症
の
症
状 

 

花
粉
症
の
症
状
は
、
水
の
よ

う
な
「
鼻
水
」
と
、
繰
り
返
す

「
く
し
ゃ
み
」
、
「
鼻
づ
ま
り
」

が
三
大
主
徴
で
す
。
目
に
も
か

ゆ
み
や
異
物
感
が
生
じ
、
花
粉

飛
散
量
に
比
例
し
て
症
状
が
悪

化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

鼻

症

状

は

呼

吸

が

し

づ

ら

く
な
る
た
め
、
集
中
力
の
低
下

や
よ
く
眠
れ
な
い
な
ど
、
勉
強

や
仕
事
、
家
事
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。 

ま

た

、

花

粉

症

の

人

の

中

に
は
、
果
物
や
生
野
菜
を
食
べ

た
後
、
数
分
以
内
に
唇
、
舌
、

口
の
中
や
喉
に
か
ゆ
み
や
し
び

れ
、
む
く
み
な
ど
が
あ
ら
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。  

こ

れ

は

、

口

腔

ア

レ

ル

ギ

ー
症
候
群
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

花
粉
に
あ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原

因

と

な

る

物

質

（

ア

レ

ル

ゲ

ン
）
と
、
果
物
や
野
菜
に
含
ま

れ
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
似
て
い
る

た
め
に
起
こ
り
ま
す
。 

 

■
初
期
療
法 

花

粉

症

は

、

一

般

に

症

状

が
悪
化
す
る
と
薬
の
効
果
が
得

ら
れ
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、

症
状
が
軽
い
う
ち
に
症
状
を
抑

え
る
薬
を
使
い
始
め
る
「
初
期

療
法
」
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

初

期

療

法

で

は

、

本

格

的

に
花
粉
の
飛
散
が
始
ま
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
日
（
本
格
飛
散

開
始
予
測
日
）
ま
た
は
花
粉
症

の
症
状
が
少
し
で
も
現
れ
た
時

点
で
薬
を
使
い
始
め
る
の
が
一

般
的
で
、
一
部
の
薬
や
重
症
例

で
は
、
本
格
飛
散
開
始
予
測
日

の
一
週
間
ほ
ど
前
か
ら
始
め
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

早

め

に

薬

を

使

用

す

る

こ

と
で
、
花
粉
の
飛
散
量
が
多
く

な
っ
た
時
期
で
も
症
状
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
や
す
く
な
り
、
症

状
を
抑
え
た
状
態
で
シ
ー
ズ
ン

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
個
人
の
対
処
法 

個

々

人

で

で

き

る

花

粉

症

へ
の
対
処
法
は
、
花
粉
を
回
避

す
る
こ
と
（
抗
原
回
避
）
、
出

て
く
る
症
状
を
抑
え
る
治
療
法

（
対
症
療
法
）
、
ア
レ
ル
ゲ
ン

免
疫
療
法
（
舌
下
免
疫
療
法
、

皮
下
免
疫
療
法
）
な
ど
が
あ
り 

ま
す
。 

対

症

療

法

に

つ

い

て

は

、

花
粉
飛
散
シ
ー
ズ
ン
前
や
症
状

が
ご
く
軽
い
と
き
か
ら
開
始
し

て
お
く
こ
と
で
、
症
状
の
悪
化

を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ 

て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫

療
法
は
、
特
に
対
症
療
法
で
は

効
果
が
不
十
分
な
方
に
推
奨
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
花
粉
が
飛

散
し
て
い
な
い
時
期
か
ら
治
療

を
開
始
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
【
参
考
資
料
】 

h
t
t
p

s
://a

r
e

llg
y

p
o

r
t
a

l.j

p
 

                                 

No212 健康がいちばん !  

花粉症は初期療法が大事に 

7 割はスギ花粉が原因、ヒノキも 
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